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■本稿でも以前取り上げたが…… 

インテリジェント・ヴィークル(IV)ブランド「高合(HiPhi)」を展開するスマートカー分野のスタートアップ華人

運通(Human Horizons)は 2024 年 2 月 7 日、全従業員カンファレンスを開催、2024 年 1 月の給与支払いの後ろ

倒し、2023 年ボーナスの不支給、全従業員の給与カットによる財務状況の改善などが通達されたという。また

2024 年 2 月 18 日、HiPhi が工場での生産を 6 ヶ月停止すると一斉に報じられた。中国発の本格的ラグジュアリ

ーBEV として何かと話題になっていた HiPhi だが、ここにきて状況が一気に厳しくなっており、また一つ、中

国新興が没落するか。 

 

本稿 2022 年 1 月、「第 29 回 中国発の超ラグジュアリーが軌道に乗りつつある新興 OEM」として、HiPhi を

取り上げ、分析した。HiPhi は 2021 年、初弾モデルとなる中大型 SU BEV「HiPhi X(57～80 万元=約 1140～

1600 万円)」の販売を開始、価格帯が価格帯だけに「売れるのか？」と素直に思ったが、すぐに月販 500 台で推

移するようになり、同年 12月には 1000 台前後に達した。 

 

中国メーカーによるラグジュアリーは、今となっては事例も多くなっており、浸透しつつあるが、中国ブランド

=「安かろう悪かろう」がまだ根強かった当時において、HiPhiの堅調な販売は特筆すべきことだった。しかし、

その中でも触れたが、その頃からおかしな状況の予兆は感じられた。その部分を引用してみる。 

 

丁磊董事長にも「Human Horizonsはいつになったら月 1 万台を超える？」という質問が多く寄せられるようだ

が、この価格帯で実際に月 1 万台販売すれば大変なことになる(中略)。実際丁董事長は、「70 万元の製品をすで

に月 1000 台売っているので、仮に販売単価 7万元であれば、実質的にはすでに 1万台を超えている」とかわす。

さすがに単価 7 万元では中国格安カーになってしまうので、これはある意味で丁董事長のジョーク気味のきらい

はある。 

 

今から見ればこれは、まさに現在の中国自動車業界の悪癖で、何が何でも販売台数を追求する風潮を、ある意味

で HiPhi トップも真に受けてしまった初めての表れだったのかもしれない。2022 年以降 X はやや右肩下がりな

がら月販 500 台に到達することもあり、さらに同年後半、第 2 弾として中大型セダン「HiPhi Z(51～63 万元=約

1020～1260 万円)」の販売を開始した。この Z も相応の人気を博したが、その分 X はより売れなくなり、主力モ

デルの入れ替え程度に終わり、全体として月販数百台で推移することになった。 

 

■日本 TV登場が契機に？ 

この状況で、HiPhiは 2023 年 3 月、テレビ東京「【中国 Tech】No.26」で取り上げられた。番組では、HiPhi 車

は、走行面はもちろん、車内機能としても瞑想モードなどがあり、若い富裕層に人気がある、と持ち上げ、あま

つさえ「今後急速にシェアを伸ばす」だろう、と予言していた。ただ問題は、テレビ東京に取り上げられたこと

を HiPhi 自身が中国で大々的にプレスリリースを行い、日本のメディアに認められた、と、虚勢を張ったことだ。

このプレスリリースを見た時、「社内では相当の危機感があるのではないか」と感じたものだ。 


